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苦しめられた救い主しめられた救い主救い主い主主
マタイ 20:17-19

20:17 さて、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、はエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、エルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、に上る途中、十二弟子だけを呼んで、上る途中、十二弟子だけを呼んで、る途中、十二弟子だけを呼んで、途中、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、十二弟子だけを呼んで、だけを呼んで、呼んで、んで、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、

道々彼らに話された。らに上る途中、十二弟子だけを呼んで、話された。された救い主。

20:18 「ご覧なさい。わたしたちはエルサレムに上って行きます。人の覧なさい。わたしたちはエルサレムに上って行きます。人のなさい主。わた救い主した救い主ちはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、エルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、に上る途中、十二弟子だけを呼んで、上る途中、十二弟子だけを呼んで、って行きます。人のきます。人のの

子だけを呼んで、はエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、祭司長たちや律法学者たちに引き渡されます。彼らは人の子を死刑た救い主ちや律法学者たちに引き渡されます。彼らは人の子を死刑律法学者たちに引き渡されます。彼らは人の子を死刑た救い主ちに上る途中、十二弟子だけを呼んで、引き渡されます。彼らは人の子を死刑き渡されます。彼らは人の子を死刑されます。彼らに話された。らはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、人のの子だけを呼んで、を呼んで、死刑

に上る途中、十二弟子だけを呼んで、定め、め、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、

20:19 異邦人のに上る途中、十二弟子だけを呼んで、引き渡されます。彼らは人の子を死刑き渡されます。彼らは人の子を死刑します。嘲り、むちで打ち、十字架につけるためり、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、むちで打ち、十字架につけるためち、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、十字架につけるために上る途中、十二弟子だけを呼んで、つける途中、十二弟子だけを呼んで、た救い主め

です。しかし、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、人のの子だけを呼んで、はエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、三日目によみがえります。」に上る途中、十二弟子だけを呼んで、よみがえります。」

　一、苦しむ者の救い主しむ者の救い主者の救い主の救い主救い主い主主

　なぜ、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、この世に苦しみがあるのか。なぜ、人は苦しむのか。に上る途中、十二弟子だけを呼んで、苦しめられた救い主しみがある途中、十二弟子だけを呼んで、のか。なぜ、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、人のはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、苦しめられた救い主しむのか。

なぜ、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、正しい人でさえ、苦しみを受けなければならないのか。しい主人のでさえ、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、苦しめられた救い主しみを呼んで、受けなければならないのか。けなければならない主のか。

どうした救い主ら、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、苦しめられた救い主しみを呼んで、乗り越えることができるのか。り越えることができるのか。える途中、十二弟子だけを呼んで、ことができる途中、十二弟子だけを呼んで、のか。――これ

はエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、人の類を悩まし続けている難問です。を呼んで、悩まし続けている難問です。まし続けている難問です。けてい主る途中、十二弟子だけを呼んで、難問です。です。

　仏教によれば、「生」「老」「病」「死」の四つ苦しみをに上る途中、十二弟子だけを呼んで、よれば、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、「生」「老」「病」「死」の四つ苦しみを」「老」「病」「死」の四つ苦しみを」「病」「死」の四つ苦しみを」「死」の四つ苦しみをつ苦しめられた救い主しみを呼んで、

「四つ苦しみを苦しめられた救い主」と言い、これにさらに「愛別離苦（あいべつりく）」い主、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、これに上る途中、十二弟子だけを呼んで、さらに上る途中、十二弟子だけを呼んで、「愛別離苦しめられた救い主（あいべつりく）」あい主べつりく）」、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、

「怨憎会苦しめられた救い主（あいべつりく）」おんぞうえく）」、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、「求不得苦しめられた救い主（あいべつりく）」ぐふとっく）」、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、

「五蘊盛苦しめられた救い主（あいべつりく）」ご覧なさい。わたしたちはエルサレムに上って行きます。人のうんじょうく）」の四つ苦しみをつを呼んで、加えて、「八苦」とえて、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、「八苦しめられた救い主」と

呼んで、びます。「四つ苦しみを苦しめられた救い主八苦しめられた救い主」とい主う言い、これにさらに「愛別離苦（あいべつりく）」葉はここから来ています。はエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、ここから来ています。てい主ます。

「生」「老」「病」「死」の四つ苦しみを老」「病」「死」の四つ苦しみを病」「死」の四つ苦しみを死」の「四つ苦しみを苦しめられた救い主」はエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、生」「老」「病」「死」の四つ苦しみをまれる途中、十二弟子だけを呼んで、も苦、老いるも苦、病む苦しめられた救い主、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、老」「病」「死」の四つ苦しみをい主る途中、十二弟子だけを呼んで、も苦、老いるも苦、病む苦しめられた救い主、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、病」「死」の四つ苦しみをむ

も苦、老いるも苦、病む苦しめられた救い主、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、死も苦、老いるも苦、病む苦しめられた救い主とい主うことですが、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、生」「老」「病」「死」の四つ苦しみをまれ、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、老」「病」「死」の四つ苦しみをい主、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、病」「死」の四つ苦しみをを呼んで、得て死ん

でい主くのはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、人のの一生」「老」「病」「死」の四つ苦しみをそのも苦、老いるも苦、病むのですから、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、人の生」「老」「病」「死」の四つ苦しみをの全体が「苦しが「苦しめられた救い主し

み」である途中、十二弟子だけを呼んで、とい主うのです。「愛別離苦しめられた救い主」と「怨憎会苦しめられた救い主」はエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、愛

する途中、十二弟子だけを呼んで、人のと別れる途中、十二弟子だけを呼んで、のも苦、老いるも苦、病む苦しめられた救い主、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、憎た救い主らしい主人のと出会うのも苦、老いるも苦、病む苦しめられた救い主、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、「求不

得苦しめられた救い主」と「五蘊盛苦しめられた救い主」はエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、求めても苦、老いるも苦、病む得られない主のも苦、老いるも苦、病む苦しめられた救い主、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、多くのくの



物を持ちすぎるのも苦というわけです。仏教は、この苦しみはを呼んで、持ちすぎるのも苦というわけです。仏教は、この苦しみはちすぎる途中、十二弟子だけを呼んで、のも苦、老いるも苦、病む苦しめられた救い主とい主うわけです。仏教によれば、「生」「老」「病」「死」の四つ苦しみをはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、この苦しめられた救い主しみはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、

「煩悩まし続けている難問です。」と呼んで、ばれる途中、十二弟子だけを呼んで、執着心から生まれるので、それを捨てて、から生」「老」「病」「死」の四つ苦しみをまれる途中、十二弟子だけを呼んで、ので、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、それを呼んで、捨てて、てて、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、

正しい人でさえ、苦しみを受けなければならないのか。しい主物を持ちすぎるのも苦というわけです。仏教は、この苦しみはの考え方と正しい生活に励むよう教えます。え方と正しい生活に励むよう教えます。と正しい人でさえ、苦しみを受けなければならないのか。しい主生」「老」「病」「死」の四つ苦しみを活に励むよう教えます。に上る途中、十二弟子だけを呼んで、励むよう教えます。むよう教によれば、「生」「老」「病」「死」の四つ苦しみをえます。

　ギリシャの哲学にはストア派とエピクロス派とがあって、スの哲学に上る途中、十二弟子だけを呼んで、はエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、スはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、トア派とエピクロス派とがあって、ス派とエピクロス派とがあって、スとエピクロスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、派とエピクロス派とがあって、スとがあって、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、スはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、

トア派とエピクロス派とがあって、ス派とエピクロス派とがあって、スはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、人のが苦しめられた救い主しみに上る途中、十二弟子だけを呼んで、遭うのは、理性を失うからで、理性をうのはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、理性を失うからで、理性をを呼んで、失うからで、理性をうからで、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、理性を失うからで、理性をを呼んで、

用いて自制することによって、苦しみから逃れることができるい主て自制することによって、苦しみから逃れることができるする途中、十二弟子だけを呼んで、ことに上る途中、十二弟子だけを呼んで、よって、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、苦しめられた救い主しみから逃れることができるれる途中、十二弟子だけを呼んで、ことができる途中、十二弟子だけを呼んで、

と教によれば、「生」「老」「病」「死」の四つ苦しみをえました救い主。も苦、老いるも苦、病むう一方と正しい生活に励むよう教えます。のエピクロスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、派とエピクロス派とがあって、スはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、苦しめられた救い主しみはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、悪であっであっ

て、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、苦しめられた救い主しみのない主生」「老」「病」「死」の四つ苦しみを活に励むよう教えます。を呼んで、求める途中、十二弟子だけを呼んで、のが人の生」「老」「病」「死」の四つ苦しみをの目によみがえります。」的であると教えまである途中、十二弟子だけを呼んで、と教によれば、「生」「老」「病」「死」の四つ苦しみをえま

した救い主。

　聖書は、民族としての苦しみを味わってきたユダヤの人々にはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、民族としての苦しみを味わってきたユダヤの人々にとしての苦しめられた救い主しみを呼んで、味わってきたユダヤの人々にわってきた救い主ユダヤの人々にの人の々に上る途中、十二弟子だけを呼んで、

よって書は、民族としての苦しみを味わってきたユダヤの人々にかれました救い主。ユダヤの人々にの人の々はエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、古くはエジプトで奴隷とくはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、エジプトで奴隷とと

して苦しめられた救い主しめられました救い主。また救い主、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、ア派とエピクロス派とがあって、スッシリヤの人々にや律法学者たちに引き渡されます。彼らは人の子を死刑バビロンという大とい主う大

帝国によって国を滅ぼされ、主だった人々はバビロンに連れてに上る途中、十二弟子だけを呼んで、よって国によって国を滅ぼされ、主だった人々はバビロンに連れてを呼んで、滅ぼされ、主だった人々はバビロンに連れてぼされ、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、主だった救い主人の々はエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、バビロンという大に上る途中、十二弟子だけを呼んで、連れてれて

行きます。人のかれました救い主。バビロンという大帝国によって国を滅ぼされ、主だった人々はバビロンに連れてが滅ぼされ、主だった人々はバビロンに連れてび、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、バビロンという大に上る途中、十二弟子だけを呼んで、移住させられさせられ

た救い主人の々の子だけを呼んで、ども苦、老いるも苦、病むた救い主ちが祖国によって国を滅ぼされ、主だった人々はバビロンに連れてに上る途中、十二弟子だけを呼んで、帰り、神殿を再建しましたが、国り、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、神殿を再建しましたが、国を呼んで、再建しましたが、国しました救い主が、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、国によって国を滅ぼされ、主だった人々はバビロンに連れて

はエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、滅ぼされ、主だった人々はバビロンに連れてびた救い主ままでした救い主。ペルシャの哲学にはストア派とエピクロス派とがあって、ス帝国によって国を滅ぼされ、主だった人々はバビロンに連れてが分裂したあと、ユダヤのした救い主あと、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、ユダヤの人々にの

人の々はエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、シリア派とエピクロス派とがあって、スに上る途中、十二弟子だけを呼んで、よって治められましたが、シリアの王は神殿をめられました救い主が、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、シリア派とエピクロス派とがあって、スの王は神殿をはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、神殿を再建しましたが、国を呼んで、

汚し、ユダヤの人々を迫害しました。新約聖書の時代には、し、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、ユダヤの人々にの人の々を呼んで、迫害しました。新約聖書の時代には、しました救い主。新約聖書は、民族としての苦しみを味わってきたユダヤの人々にの時代には、に上る途中、十二弟子だけを呼んで、はエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、

人の々はエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、ローマ帝国によって国を滅ぼされ、主だった人々はバビロンに連れてと、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、「ユダヤの人々に人のの王は神殿を」の地位を賄賂で手に入を呼んで、賄賂で手に入で手に入に上る途中、十二弟子だけを呼んで、入

れた救い主ヘロデ一族の二重の支配を受け、苦しんでいました。聖書一族としての苦しみを味わってきたユダヤの人々にの二重の支配を受け、苦しんでいました。聖書の支配を受け、苦しんでいました。聖書を呼んで、受けなければならないのか。け、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、苦しめられた救い主しんでい主ました救い主。聖書は、民族としての苦しみを味わってきたユダヤの人々に

はエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、苦しめられた救い主しむ人のに上る途中、十二弟子だけを呼んで、よって、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、苦しめられた救い主しむ人の々のた救い主めに上る途中、十二弟子だけを呼んで、書は、民族としての苦しみを味わってきたユダヤの人々にかれた救い主と言い、これにさらに「愛別離苦（あいべつりく）」って

よい主と思います。い主ます。

　仏教によれば、「生」「老」「病」「死」の四つ苦しみを徒であれ、キリスト者であれ、特定の宗教を持たない人であれ、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、キリスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、ト者たちに引き渡されます。彼らは人の子を死刑であれ、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、特定め、の宗教によれば、「生」「老」「病」「死」の四つ苦しみをを呼んで、持ちすぎるのも苦というわけです。仏教は、この苦しみはた救い主ない主人の

であれ、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、誰もが同じ苦しみを体験します。そして、人は苦しみも苦、老いるも苦、病むが同じ苦しみを体験します。そして、人は苦しみじ苦しめられた救い主しみを呼んで、体が「苦し験します。そして、人は苦しみします。そして、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、人のはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、苦しめられた救い主しみ

を呼んで、通して自分を見つめ直し、真理を求めはじめます。また、苦して自分を呼んで、見つめ直し、真理を求めはじめます。また、苦つめ直し、真理を求めはじめます。また、苦し、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、真理を呼んで、求めはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、じめます。また救い主、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、苦しめられた救い主

しみを呼んで、共有することによって、意見や立場を超えてひとつになする途中、十二弟子だけを呼んで、ことに上る途中、十二弟子だけを呼んで、よって、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、意見つめ直し、真理を求めはじめます。また、苦や律法学者たちに引き渡されます。彼らは人の子を死刑立場を超えてひとつになを呼んで、超えてひとつになえてひとつに上る途中、十二弟子だけを呼んで、な

る途中、十二弟子だけを呼んで、ことができます。９・１１の時、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、ア派とエピクロス派とがあって、スメリカはあの悲惨な出来はエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、あの悲惨な出来な出来ています。



事を通してひとつになりました。日本でも大震災があった時、を呼んで、通して自分を見つめ直し、真理を求めはじめます。また、苦してひとつに上る途中、十二弟子だけを呼んで、なりました救い主。日本でも大震災があった時、でも苦、老いるも苦、病む大震災があった時、があった救い主時、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、

大きな共感の輪ができました。「苦しみ」という問題を掘り下の輪ができました。「苦しみ」という問題を掘り下ができました救い主。「苦しめられた救い主しみ」とい主う問です。題を掘り下を呼んで、掘り下り下

げてい主くとき、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、どの信仰や哲学に立つ人とも共通の基盤に立ちや律法学者たちに引き渡されます。彼らは人の子を死刑哲学に上る途中、十二弟子だけを呼んで、立つ人のとも苦、老いるも苦、病む共通して自分を見つめ直し、真理を求めはじめます。また、苦の基盤に立ちに上る途中、十二弟子だけを呼んで、立ち、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、

そこから、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、聖書は、民族としての苦しみを味わってきたユダヤの人々にに上る途中、十二弟子だけを呼んで、よって真理に上る途中、十二弟子だけを呼んで、至ることができると、私は考える途中、十二弟子だけを呼んで、ことができる途中、十二弟子だけを呼んで、と、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、私は考えはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、考え方と正しい生活に励むよう教えます。え

てい主ます。

　聖書は、民族としての苦しみを味わってきたユダヤの人々にが苦しめられた救い主しみに上る途中、十二弟子だけを呼んで、つい主て語るとき、あまり哲学的な説明はしまる途中、十二弟子だけを呼んで、とき、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、あまり哲学的であると教えまな説明はしまはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、しま

せん。理論や概念としてではなく、もっと現実に即したものとや律法学者たちに引き渡されます。彼らは人の子を死刑概念としてではなく、もっと現実に即したものととしてではエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、なく、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、も苦、老いるも苦、病むっと現実に即したものとに上る途中、十二弟子だけを呼んで、即したものとした救い主も苦、老いるも苦、病むのと

して語るとき、あまり哲学的な説明はしまります。とくに上る途中、十二弟子だけを呼んで、、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、「なぜ正しい人でさえ、苦しみを受けなければならないのか。しい主人のが苦しめられた救い主しむのか」とい主う

難問です。に上る途中、十二弟子だけを呼んで、つい主て、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、ある途中、十二弟子だけを呼んで、意味わってきたユダヤの人々にではエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、「解答」を示していないのです。」を呼んで、示していないのです。してい主ない主のです。

それはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、「苦しめられた救い主しみ」を呼んで、テーマに上る途中、十二弟子だけを呼んで、書は、民族としての苦しみを味わってきたユダヤの人々にかれた救い主ヨブ記を見ても分かり記を見ても分かりを呼んで、見つめ直し、真理を求めはじめます。また、苦ても苦、老いるも苦、病む分かり

ます。ヨブ記を見ても分かりはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、「なぜ正しい人でさえ、苦しみを受けなければならないのか。しい主人のが苦しめられた救い主しむのか」と、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、くりかえし神

に上る途中、十二弟子だけを呼んで、訴えるのですが、神はそれに答えるかわりにヨブをいやし、える途中、十二弟子だけを呼んで、のですが、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、神はエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、それに上る途中、十二弟子だけを呼んで、答」を示していないのです。える途中、十二弟子だけを呼んで、かわりに上る途中、十二弟子だけを呼んで、ヨブ記を見ても分かりを呼んで、い主や律法学者たちに引き渡されます。彼らは人の子を死刑し、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、

その繁栄を取り戻しました。神はヨブに「解答」ではなく、を呼んで、取り戻しました。神はヨブに「解答」ではなく、り戻しました。神はヨブに「解答」ではなく、しました救い主。神はエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、ヨブ記を見ても分かりに上る途中、十二弟子だけを呼んで、「解答」を示していないのです。」ではエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、なく、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、

「解決」をお与えになったのです。苦しみについては、どんな」を呼んで、お与えになったのです。苦しみについては、どんなえに上る途中、十二弟子だけを呼んで、なった救い主のです。苦しめられた救い主しみに上る途中、十二弟子だけを呼んで、つい主てはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、どんな

に上る途中、十二弟子だけを呼んで、立派とエピクロス派とがあって、スな「解答」を示していないのです。」を呼んで、得た救い主としても苦、老いるも苦、病む、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、それだけではエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、意味わってきたユダヤの人々にがありま

せん。苦しめられた救い主しむ人のに上る途中、十二弟子だけを呼んで、はエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、「解答」を示していないのです。」だけではエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、なく「解決」をお与えになったのです。苦しみについては、どんな」が必要なのなの

です。

　イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、も苦、老いるも苦、病むまた救い主、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、苦しめられた救い主しみの問です。題を掘り下に上る途中、十二弟子だけを呼んで、解答」を示していないのです。ではエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、なく、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、解決」をお与えになったのです。苦しみについては、どんなを呼んで、与えになったのです。苦しみについては、どんなえま

した救い主。苦しめられた救い主しむ人の々に上る途中、十二弟子だけを呼んで、、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、慰めや励ましの言葉をかけるだけ、「今めや律法学者たちに引き渡されます。彼らは人の子を死刑励むよう教えます。ましの言い、これにさらに「愛別離苦（あいべつりく）」葉はここから来ています。を呼んで、かける途中、十二弟子だけを呼んで、だけ、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、「今

の苦しめられた救い主しみを呼んで、我慢しなさい」と忍耐を説くだけではありませんでしなさい主」と忍耐を説くだけではありませんでを呼んで、説くだけではエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、ありませんで

した救い主。耳の聞こえない人の耳を開け、足の効かない人を立たせの聞こえない人の耳を開け、足の効かない人を立たせこえない主人のの耳の聞こえない人の耳を開け、足の効かない人を立たせを呼んで、開け、足の効かない人を立たせけ、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、足の効かない人を立たせの効かない人を立たせかない主人のを呼んで、立た救い主せ、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、

寝たきりの人を起き上がらせました。息子を失ったやもめにた救い主きりの人のを呼んで、起き上がらせました。息子を失ったやもめにき上る途中、十二弟子だけを呼んで、がらせました救い主。息子だけを呼んで、を呼んで、失うからで、理性をった救い主や律法学者たちに引き渡されます。彼らは人の子を死刑も苦、老いるも苦、病むめに上る途中、十二弟子だけを呼んで、

「泣かなくてもよい」と言って、その息子を生き返らせましたかなくても苦、老いるも苦、病むよい主」と言い、これにさらに「愛別離苦（あいべつりく）」って、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、その息子だけを呼んで、を呼んで、生」「老」「病」「死」の四つ苦しみをき返らせましたらせました救い主

（あいべつりく）」ルカはあの悲惨な出来 7:11-17）。また救い主、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、長たちや律法学者たちに引き渡されます。彼らは人の子を死刑血の女性には「安心して行きなさいの女性を失うからで、理性をに上る途中、十二弟子だけを呼んで、はエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、「安心から生まれるので、それを捨てて、して行きます。人のきなさい主。

苦しめられた救い主しむことなく、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、健やかでいなさい」（マルコや律法学者たちに引き渡されます。彼らは人の子を死刑かでい主なさい主」（あいべつりく）」マルコ 5:34）と言い、これにさらに「愛別離苦（あいべつりく）」って、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、

彼らに話された。女を呼んで、い主や律法学者たちに引き渡されます。彼らは人の子を死刑しました救い主。イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、はエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、彼らに話された。らを呼んで、縛りつけていた様々なりつけてい主た救い主様々な

苦しめられた救い主しみから、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、その人のた救い主ちを呼んで、解放してくださったのです。してくださった救い主のです。



　神のわざはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、病」「死」の四つ苦しみを気の人に現れただけではありません。ガリラの人のに上る途中、十二弟子だけを呼んで、現れた救い主だけではエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、ありません。ガリラ

ヤの人々にの漁師たちは、健康そのもので、頑丈なからだを持っていまた救い主ちはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、健やかでいなさい」（マルコ康そのもので、頑丈なからだを持っていまそのも苦、老いるも苦、病むので、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、頑丈なからだを持っていまなからだを呼んで、持ちすぎるのも苦というわけです。仏教は、この苦しみはってい主ま

した救い主。救い主い主主の力は、からだのいやしという面では現れませんはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、からだのい主や律法学者たちに引き渡されます。彼らは人の子を死刑しとい主う面では現れませんではエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、現れません

でした救い主が、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、彼らに話された。らの内面では現れませんとその生」「老」「病」「死」の四つ苦しみをき方と正しい生活に励むよう教えます。を呼んで、変えました。彼らは「人えました救い主。彼らに話された。らはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、「人の

間をとる漁師」、つまり、人々を神の国に導く者となりましたを呼んで、とる途中、十二弟子だけを呼んで、漁師たちは、健康そのもので、頑丈なからだを持っていま」、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、つまり、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、人の々を呼んで、神の国によって国を滅ぼされ、主だった人々はバビロンに連れてに上る途中、十二弟子だけを呼んで、導く者となりましたく者たちに引き渡されます。彼らは人の子を死刑となりました救い主。

レビや律法学者たちに引き渡されます。彼らは人の子を死刑ザア派とエピクロス派とがあって、スカはあの悲惨な出来イなどの取り戻しました。神はヨブに「解答」ではなく、税人のはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、経済的であると教えまに上る途中、十二弟子だけを呼んで、はエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、貧しくはありませしくはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、ありませ

んでした救い主が、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、金銭を追い求めるだけの人生で、心に何の満たしを呼んで、追い求めるだけの人生で、心に何の満たしい主求める途中、十二弟子だけを呼んで、だけの人の生」「老」「病」「死」の四つ苦しみをで、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、心から生まれるので、それを捨てて、に上る途中、十二弟子だけを呼んで、何の満たしの満たした救い主し

も苦、老いるも苦、病むなく、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、生」「老」「病」「死」の四つ苦しみをきる途中、十二弟子だけを呼んで、目によみがえります。」的であると教えまを呼んで、失うからで、理性をってい主ました救い主。しかし、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、に上る途中、十二弟子だけを呼んで、出会

い主、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、心から生まれるので、それを捨てて、から悔い改め、神の前に富む者になったのです。ユダヤい主改め、神の前に富む者になったのです。ユダヤめ、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、神の前に富む者になったのです。ユダヤに上る途中、十二弟子だけを呼んで、富む者になったのです。ユダヤむ者たちに引き渡されます。彼らは人の子を死刑に上る途中、十二弟子だけを呼んで、なった救い主のです。ユダヤの人々に

の最高法院の議員、ニコデモとヨセフは、人々の上に立つ人たの議員、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、ニコデ一族の二重の支配を受け、苦しんでいました。聖書モとヨセフは、人々の上に立つ人たとヨセフは、人々の上に立つ人たはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、人の々の上る途中、十二弟子だけを呼んで、に上る途中、十二弟子だけを呼んで、立つ人のた救い主

ちでした救い主が、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、彼らに話された。らも苦、老いるも苦、病むイエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、に上る途中、十二弟子だけを呼んで、よって変えました。彼らは「人えられ、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、この世に苦しみがあるのか。なぜ、人は苦しむのか。の地位を賄賂で手に入や律法学者たちに引き渡されます。彼らは人の子を死刑

名誉以上る途中、十二弟子だけを呼んで、のも苦、老いるも苦、病むのを呼んで、神の国によって国を滅ぼされ、主だった人々はバビロンに連れてで持ちすぎるのも苦というわけです。仏教は、この苦しみはつ者たちに引き渡されます。彼らは人の子を死刑となった救い主のです。

　このように上る途中、十二弟子だけを呼んで、聖書は、民族としての苦しみを味わってきたユダヤの人々にはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、苦しめられた救い主しみに上る途中、十二弟子だけを呼んで、つい主て語るとき、あまり哲学的な説明はしまる途中、十二弟子だけを呼んで、とき、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、その苦しめられた救い主しみか

らの救い主い主を呼んで、指し示します。詩篇し示していないのです。します。詩篇 34:19はエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、こう言い、これにさらに「愛別離苦（あいべつりく）」ってい主ます。

「正しい人でさえ、苦しみを受けなければならないのか。しい主人のに上る途中、十二弟子だけを呼んで、はエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、苦しめられた救い主しみが多くのい主。しかし、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、主はエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、そのすべてから救い主

い主出してくださる途中、十二弟子だけを呼んで、。」イザヤの人々に書は、民族としての苦しみを味わってきたユダヤの人々に 49:13に上る途中、十二弟子だけを呼んで、はエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、こうあります。「天

よ、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、喜びの声をあげよ。地よ、小躍りせよ。山々よ、歓喜の声びの声をあげよ。地よ、小躍りせよ。山々よ、歓喜の声を呼んで、あげよ。地よ、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、小躍りせよ。山々よ、歓喜の声りせよ。山々よ、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、歓喜びの声をあげよ。地よ、小躍りせよ。山々よ、歓喜の声の声をあげよ。地よ、小躍りせよ。山々よ、歓喜の声

を呼んで、あげよ。主がご覧なさい。わたしたちはエルサレムに上って行きます。人の自分の民を呼んで、慰めや励ましの言葉をかけるだけ、「今め、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、その苦しめられた救い主しむ者たちに引き渡されます。彼らは人の子を死刑を呼んで、あわれまれ

る途中、十二弟子だけを呼んで、からだ。」イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、の時代には、のすべての病」「死」の四つ苦しみを人のが癒やされたわけでや律法学者たちに引き渡されます。彼らは人の子を死刑された救い主わけで

はエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、ありません。すべての苦しめられた救い主しみが地上る途中、十二弟子だけを呼んで、で解決」をお与えになったのです。苦しみについては、どんなする途中、十二弟子だけを呼んで、とはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、限りませりませ

ん。しかし、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、すべてはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、神の国によって国を滅ぼされ、主だった人々はバビロンに連れてで癒やされたわけでや律法学者たちに引き渡されます。彼らは人の子を死刑され、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、解決」をお与えになったのです。苦しみについては、どんなします。黙示していないのです。録

21:4はエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、こう約束しています。「神は彼らの目から涙をことごとしてい主ます。「神はエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、彼らに話された。らの目によみがえります。」から涙をことごとを呼んで、ことご覧なさい。わたしたちはエルサレムに上って行きます。人のと

くぬぐい主取り戻しました。神はヨブに「解答」ではなく、ってくださる途中、十二弟子だけを呼んで、。も苦、老いるも苦、病むはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、や律法学者たちに引き渡されます。彼らは人の子を死刑死はエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、なく、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、悲しみも苦、老いるも苦、病む、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、叫び声び声をあげよ。地よ、小躍りせよ。山々よ、歓喜の声

も苦、老いるも苦、病む、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、苦しめられた救い主しみも苦、老いるも苦、病むない主。以前に富む者になったのです。ユダヤのも苦、老いるも苦、病むのが過ぎ去ったからである。」ぎ去ったからである。」った救い主からである途中、十二弟子だけを呼んで、。」

「苦しめられた救い主しみはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、苦しめられた救い主しみで終わらない。」これが聖書のメッセージでわらない主。」これが聖書は、民族としての苦しみを味わってきたユダヤの人々にのメッセージで

す。そして、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、聖書は、民族としての苦しみを味わってきたユダヤの人々にはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、・キリスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、トこそ、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、人のを呼んで、苦しめられた救い主しみから救い主

うお方と正しい生活に励むよう教えます。である途中、十二弟子だけを呼んで、と教によれば、「生」「老」「病」「死」の四つ苦しみをえてい主る途中、十二弟子だけを呼んで、のです。



　二、苦しむ者の救い主しめられた救い主救い主い主主

　ところが、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、聖書は、民族としての苦しみを味わってきたユダヤの人々にはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、「苦しめられた救い主しみからの救い主い主主」である途中、十二弟子だけを呼んで、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、を呼んで、

「苦しめられた救い主しめられた救い主救い主い主主」と呼んで、びます。イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、ご覧なさい。わたしたちはエルサレムに上って行きます。人の自身、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、弟子だけを呼んで、た救い主ち

に上る途中、十二弟子だけを呼んで、、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、「人のの子だけを呼んで、はエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、多くのくの苦しめられた救い主しみを呼んで、受けなければならないのか。け、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、長たちや律法学者たちに引き渡されます。彼らは人の子を死刑老」「病」「死」の四つ苦しみをた救い主ち、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、祭司長たちや律法学者たちに引き渡されます。彼らは人の子を死刑た救い主ち、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、

律法学者たちに引き渡されます。彼らは人の子を死刑た救い主ちに上る途中、十二弟子だけを呼んで、捨てて、てられ、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、殺され、三日目によみがえらなけれされ、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、三日目によみがえります。」に上る途中、十二弟子だけを呼んで、よみがえらなけれ

ばならない主」（あいべつりく）」ルカはあの悲惨な出来 9:22）と告げ、何度もご自分の苦しみを予げ、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、何の満たし度もご自分の苦しみを予も苦、老いるも苦、病むご覧なさい。わたしたちはエルサレムに上って行きます。人の自分の苦しめられた救い主しみを呼んで、予

告げ、何度もご自分の苦しみを予してい主ました救い主。とりわけ、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、生」「老」「病」「死」の四つ苦しみを涯の最後にエルサレムに上るとの最後にエルサレムに上るとに上る途中、十二弟子だけを呼んで、エルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、に上る途中、十二弟子だけを呼んで、上る途中、十二弟子だけを呼んで、る途中、十二弟子だけを呼んで、と

きはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、はエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、っきりとご覧なさい。わたしたちはエルサレムに上って行きます。人の自分が受けなければならないのか。ける途中、十二弟子だけを呼んで、苦しめられた救い主しみを呼んで、具体が「苦し的であると教えまに上る途中、十二弟子だけを呼んで、、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、事を通してひとつになりました。日本でも大震災があった時、細かにかに上る途中、十二弟子だけを呼んで、

予告げ、何度もご自分の苦しみを予してい主ます。「ご覧なさい。わたしたちはエルサレムに上って行きます。人の覧なさい。わたしたちはエルサレムに上って行きます。人のなさい主。わた救い主した救い主ちはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、エルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、に上る途中、十二弟子だけを呼んで、

上る途中、十二弟子だけを呼んで、って行きます。人のきます。人のの子だけを呼んで、はエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、祭司長たちや律法学者たちに引き渡されます。彼らは人の子を死刑た救い主ちや律法学者たちに引き渡されます。彼らは人の子を死刑律法学者たちに引き渡されます。彼らは人の子を死刑た救い主ちに上る途中、十二弟子だけを呼んで、引き渡されます。彼らは人の子を死刑き渡されます。彼らは人の子を死刑

されます。彼らに話された。らはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、人のの子だけを呼んで、を呼んで、死刑に上る途中、十二弟子だけを呼んで、定め、め、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、異邦人のに上る途中、十二弟子だけを呼んで、引き渡されます。彼らは人の子を死刑き渡されます。彼らは人の子を死刑します。

嘲り、むちで打ち、十字架につけるためり、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、むちで打ち、十字架につけるためち、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、十字架につけるために上る途中、十二弟子だけを呼んで、つける途中、十二弟子だけを呼んで、た救い主めです。しかし、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、人のの子だけを呼んで、

はエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、三日目によみがえります。」に上る途中、十二弟子だけを呼んで、よみがえります。」（あいべつりく）」18-19節）

　イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、がご覧なさい。わたしたちはエルサレムに上って行きます。人の自分を呼んで、さして言い、これにさらに「愛別離苦（あいべつりく）」った救い主「人のの子だけを呼んで、」とい主う言い、これにさらに「愛別離苦（あいべつりく）」葉はここから来ています。はエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、

「神の子だけを呼んで、」、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、「キリスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、ト」、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、また救い主「救い主い主主」と同じ苦しみを体験します。そして、人は苦しみじ意味わってきたユダヤの人々にです。

大祭司の審問です。を呼んで、受けなければならないのか。け「おまえはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、神の子だけを呼んで、キリスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、トなのか」と問です。わ

れた救い主とき、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、はエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、「あなた救い主が言い、これにさらに「愛別離苦（あいべつりく）」った救い主とおりです。…あなた救い主が

た救い主はエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、今から後にエルサレムに上るとに上る途中、十二弟子だけを呼んで、、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、人のの子だけを呼んで、が力は、からだのいやしという面では現れませんある途中、十二弟子だけを呼んで、方と正しい生活に励むよう教えます。の右の座に着き、そして天の座に着き、そして天に上る途中、十二弟子だけを呼んで、着き、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、そして天

の雲とともに来るのを見ることになります」と答えました（マととも苦、老いるも苦、病むに上る途中、十二弟子だけを呼んで、来ています。る途中、十二弟子だけを呼んで、のを呼んで、見つめ直し、真理を求めはじめます。また、苦る途中、十二弟子だけを呼んで、ことに上る途中、十二弟子だけを呼んで、なります」と答」を示していないのです。えました救い主（あいべつりく）」マ

タイ 26:63-64）。「人のの子だけを呼んで、」とい主う言い、これにさらに「愛別離苦（あいべつりく）」葉はここから来ています。はエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、このように上る途中、十二弟子だけを呼んで、、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、本でも大震災があった時、来ています。

はエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、「天の神の御座に着き、そして天から、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、栄を取り戻しました。神はヨブに「解答」ではなく、光のうちに降りて来て、全世界を裁のうちに上る途中、十二弟子だけを呼んで、降りて来て、全世界を裁りて来ています。て、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、全世に苦しみがあるのか。なぜ、人は苦しむのか。界を裁を呼んで、裁

く方と正しい生活に励むよう教えます。」とい主う意味わってきたユダヤの人々にで使われます。われます。

　ところが、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、はエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、「人のの子だけを呼んで、」である途中、十二弟子だけを呼んで、ご覧なさい。わたしたちはエルサレムに上って行きます。人の自分が「苦しめられた救い主しみを呼んで、

受けなければならないのか。け、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、十字架につけるために上る途中、十二弟子だけを呼んで、つけられ、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、死ぬ」とい主うことを呼んで、明はしまらかに上る途中、十二弟子だけを呼んで、し、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、そ

の言い、これにさらに「愛別離苦（あいべつりく）」葉はここから来ています。の通して自分を見つめ直し、真理を求めはじめます。また、苦りに上る途中、十二弟子だけを呼んで、、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、十字架につけるために上る途中、十二弟子だけを呼んで、架につけるためけられました救い主。十字架につけるため刑はエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、それま

でローマに上る途中、十二弟子だけを呼んで、はエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、なかった救い主も苦、老いるも苦、病むのでした救い主が、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、この時代には、に上る途中、十二弟子だけを呼んで、ペルシャの哲学にはストア派とエピクロス派とがあって、スから

取り戻しました。神はヨブに「解答」ではなく、り入れられた救い主、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、人の類を悩まし続けている難問です。の歴史て最も残酷な処刑の手段でした。て最も苦、老いるも苦、病む残酷な処刑の手段でした。な処刑の手に入段でした。でした救い主。



ユダヤの人々にに上る途中、十二弟子だけを呼んで、も苦、老いるも苦、病む鞭打ち、十字架につけるためちの刑はエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、ありました救い主が、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、50回を超えてはならなを呼んで、超えてひとつになえてはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、ならな

い主とい主う規定め、がありました救い主。ところが、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、ローマに上る途中、十二弟子だけを呼んで、はエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、そんな制することによって、苦しみから逃れることができる限りませ

はエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、なく、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、はエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、革紐に金属が埋め込まれたローマの鞭によっに上る途中、十二弟子だけを呼んで、金属が埋め込まれたローマの鞭によっが埋め込まれたローマの鞭によっめ込まれたローマの鞭によっまれた救い主ローマの鞭に上る途中、十二弟子だけを呼んで、よっ

てさんざんに上る途中、十二弟子だけを呼んで、むちで打ち、十字架につけるためた救い主れた救い主後にエルサレムに上ると、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、十字架につけるために上る途中、十二弟子だけを呼んで、架につけるためけられた救い主のです。

　世に苦しみがあるのか。なぜ、人は苦しむのか。界を裁を呼んで、裁くべきお方と正しい生活に励むよう教えます。が人の間をとる漁師」、つまり、人々を神の国に導く者となりましたに上る途中、十二弟子だけを呼んで、裁かれ、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、正しい人でさえ、苦しみを受けなければならないのか。しい主方と正しい生活に励むよう教えます。が罪ありとさありとさ

れる途中、十二弟子だけを呼んで、。人の々からあがめられる途中、十二弟子だけを呼んで、べきお方と正しい生活に励むよう教えます。が嘲り、むちで打ち、十字架につけるためられ、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、天の栄を取り戻しました。神はヨブに「解答」ではなく、光のうちに降りて来て、全世界を裁の御

座に着き、そして天に上る途中、十二弟子だけを呼んで、着くべきお方と正しい生活に励むよう教えます。が十字架につけるために上る途中、十二弟子だけを呼んで、釘付けにされる。しかも、神にさけに上る途中、十二弟子だけを呼んで、される途中、十二弟子だけを呼んで、。しかも苦、老いるも苦、病む、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、神に上る途中、十二弟子だけを呼んで、さ

え見つめ直し、真理を求めはじめます。また、苦捨てて、てられる途中、十二弟子だけを呼んで、とい主う苦しめられた救い主しみの極みを味わいました。それは、みを呼んで、味わってきたユダヤの人々にわい主ました救い主。それはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、

すべて私は考えた救い主ちのた救い主めでした救い主。私は考えた救い主ちがこの世に苦しみがあるのか。なぜ、人は苦しむのか。の苦しめられた救い主しみ、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、とりわ

け、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、罪ありとさから来ています。る途中、十二弟子だけを呼んで、苦しめられた救い主しみから救い主われる途中、十二弟子だけを呼んで、た救い主めでした救い主。

　苦しめられた救い主しみのすべてが、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、私は考えた救い主ちが犯した特定の罪から来るというした救い主特定め、の罪ありとさから来ています。る途中、十二弟子だけを呼んで、とい主う

わけではエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、ありません。規則を守って安全運転をしていても乱暴を呼んで、守って安全運転をしていても乱暴って安全運転をしていても乱暴を呼んで、してい主ても苦、老いるも苦、病む乱暴

な車にぶつけれることがあります。見ず知らずの通りがかりのに上る途中、十二弟子だけを呼んで、ぶつけれる途中、十二弟子だけを呼んで、ことがあります。見つめ直し、真理を求めはじめます。また、苦ず知らずの通りがかりの知らずの通りがかりのらず知らずの通りがかりのの通して自分を見つめ直し、真理を求めはじめます。また、苦りがかりの

人のが突然襲いかかってくるということもあるでしょう。病気にい主かかってくる途中、十二弟子だけを呼んで、とい主うことも苦、老いるも苦、病むある途中、十二弟子だけを呼んで、でしょう。病」「死」の四つ苦しみを気の人に現れただけではありません。ガリラに上る途中、十二弟子だけを呼んで、

なる途中、十二弟子だけを呼んで、のはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、かならず知らずの通りがかりのしも苦、老いるも苦、病むその人のが不摂生」「老」「病」「死」の四つ苦しみをだった救い主からとはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、言い、これにさらに「愛別離苦（あいべつりく）」えま

せん。「人のを呼んで、憎むと腰が痛む」などと、特定の罪と病気を結びが痛む」などと、特定の罪と病気を結びむ」などと、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、特定め、の罪ありとさと病」「死」の四つ苦しみを気の人に現れただけではありません。ガリラを呼んで、結びび

つける途中、十二弟子だけを呼んで、人のも苦、老いるも苦、病むあります。私は考えはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、ある途中、十二弟子だけを呼んで、宗教によれば、「生」「老」「病」「死」の四つ苦しみをの人のが「おまえが病」「死」の四つ苦しみを気の人に現れただけではありません。ガリラに上る途中、十二弟子だけを呼んで、

なった救い主のはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、信心から生まれるので、それを捨てて、が足の効かない人を立たせらない主からだ」と責めているのを見たことめてい主る途中、十二弟子だけを呼んで、のを呼んで、見つめ直し、真理を求めはじめます。また、苦た救い主こと

がありますが、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、それはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、病」「死」の四つ苦しみを気の人に現れただけではありません。ガリラの人のに上る途中、十二弟子だけを呼んで、はエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、なんとも苦、老いるも苦、病む残酷な処刑の手段でした。な言い、これにさらに「愛別離苦（あいべつりく）」葉はここから来ています。です。

ヨブ記を見ても分かりのように上る途中、十二弟子だけを呼んで、信仰や哲学に立つ人とも共通の基盤に立ち深い人にも病気が襲ったのですから、病気のい主人のに上る途中、十二弟子だけを呼んで、も苦、老いるも苦、病む病」「死」の四つ苦しみを気の人に現れただけではありません。ガリラが襲いかかってくるということもあるでしょう。病気にった救い主のですから、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、病」「死」の四つ苦しみを気の人に現れただけではありません。ガリラの

霊的であると教えまな原因について人は軽々しく語ることはできません。に上る途中、十二弟子だけを呼んで、つい主て人のはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、軽々しく語るとき、あまり哲学的な説明はしまる途中、十二弟子だけを呼んで、ことはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、できません。

　病」「死」の四つ苦しみを気の人に現れただけではありません。ガリラはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、罪ありとさから生」「老」「病」「死」の四つ苦しみをじる途中、十二弟子だけを呼んで、とはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、言い、これにさらに「愛別離苦（あいべつりく）」えませんが、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、病」「死」の四つ苦しみを気の人に現れただけではありません。ガリラから罪ありとさが生」「老」「病」「死」の四つ苦しみをじる途中、十二弟子だけを呼んで、

ことはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、あります。病」「死」の四つ苦しみを気の人に現れただけではありません。ガリラを呼んで、する途中、十二弟子だけを呼んで、と、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、気の人に現れただけではありません。ガリラ持ちすぎるのも苦というわけです。仏教は、この苦しみはちが落ち込み、ものごとち込まれたローマの鞭によっみ、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、も苦、老いるも苦、病むのご覧なさい。わたしたちはエルサレムに上って行きます。人のと

に上る途中、十二弟子だけを呼んで、疑い深くなります。病気の辛さ、苦しみによって、わがままい主深い人にも病気が襲ったのですから、病気のくなります。病」「死」の四つ苦しみを気の人に現れただけではありません。ガリラの辛さ、苦しみによって、わがままさ、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、苦しめられた救い主しみに上る途中、十二弟子だけを呼んで、よって、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、わがまま

に上る途中、十二弟子だけを呼んで、なり、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、他の人につらくあたったり、神への感謝を忘れて、不の人のに上る途中、十二弟子だけを呼んで、つらくあた救い主った救い主り、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、神への感の輪ができました。「苦しみ」という問題を掘り下謝を忘れて、不を呼んで、忘れて、不れて、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、不

平ばかりを口にしたりすることがあるからです。そして、そうばかりを呼んで、口にしたりすることがあるからです。そして、そうに上る途中、十二弟子だけを呼んで、した救い主りする途中、十二弟子だけを呼んで、ことがある途中、十二弟子だけを呼んで、からです。そして、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、そう

い主うときはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、病」「死」の四つ苦しみを気の人に現れただけではありません。ガリラの苦しめられた救い主しみよりも苦、老いるも苦、病む、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、自分の罪ありとさに上る途中、十二弟子だけを呼んで、も苦、老いるも苦、病むっと苦しめられた救い主しむの



です。

　イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、はエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、そうした救い主苦しめられた救い主しみから救い主ってくださる途中、十二弟子だけを呼んで、救い主い主主です。

しかも苦、老いるも苦、病む、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、私は考えた救い主ちを呼んで、苦しめられた救い主しみから救い主うた救い主めに上る途中、十二弟子だけを呼んで、、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、私は考えた救い主ちの受けなければならないのか。ける途中、十二弟子だけを呼んで、苦しめられた救い主し

みのすべてを呼んで、引き渡されます。彼らは人の子を死刑き受けなければならないのか。けて十字架につけるためで苦しめられた救い主しんでくださった救い主救い主い主主で

す。聖書は、民族としての苦しみを味わってきたユダヤの人々にはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、の苦しめられた救い主しみが「私は考えた救い主ちの罪ありとさのた救い主め」だと、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、

はエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、っきりと言い、これにさらに「愛別離苦（あいべつりく）」ってい主ます。「主イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、はエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、私は考えた救い主ちの背きの罪のきの罪ありとさの

ゆえに上る途中、十二弟子だけを呼んで、死に上る途中、十二弟子だけを呼んで、渡されます。彼らは人の子を死刑され、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、私は考えた救い主ちが義と認められるために、よみがえと認められるために、よみがえめられる途中、十二弟子だけを呼んで、た救い主めに上る途中、十二弟子だけを呼んで、、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、よみがえ

られました救い主。」（あいべつりく）」ローマ 4:25）コリンという大ト第一 15:3も苦、老いるも苦、病む「キリスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、ト

はエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、聖書は、民族としての苦しみを味わってきたユダヤの人々にに上る途中、十二弟子だけを呼んで、書は、民族としての苦しみを味わってきたユダヤの人々にい主てある途中、十二弟子だけを呼んで、とおりに上る途中、十二弟子だけを呼んで、、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、私は考えた救い主ちの罪ありとさのた救い主めに上る途中、十二弟子だけを呼んで、死なれ

た救い主」と言い、これにさらに「愛別離苦（あいべつりく）」ってい主ます。

　使われます。徒であれ、キリスト者であれ、特定の宗教を持たない人信条の「主は…苦しみを受け、十字架につけられ、死にの「主はエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、…苦しめられた救い主しみを呼んで、受けなければならないのか。け、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、十字架につけるために上る途中、十二弟子だけを呼んで、つけられ、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、死に上る途中、十二弟子だけを呼んで、

て葬られ、陰府（よみ）にくだり…」という言葉は、人を苦しられ、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、陰府（あいべつりく）」よみ）に上る途中、十二弟子だけを呼んで、くだり…」とい主う言い、これにさらに「愛別離苦（あいべつりく）」葉はここから来ています。はエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、人のを呼んで、苦しめられた救い主し

みから救い主い主出すお方と正しい生活に励むよう教えます。が、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、人の々に上る途中、十二弟子だけを呼んで、よって苦しめられた救い主しめられた救い主とい主う全く

矛盾したことを言い表しています。それは、人の目には矛盾にした救い主ことを呼んで、言い、これにさらに「愛別離苦（あいべつりく）」い主表しています。それは、人の目には矛盾にしてい主ます。それはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、人のの目によみがえります。」に上る途中、十二弟子だけを呼んで、はエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、矛盾したことを言い表しています。それは、人の目には矛盾にに上る途中、十二弟子だけを呼んで、

見つめ直し、真理を求めはじめます。また、苦える途中、十二弟子だけを呼んで、かも苦、老いるも苦、病むしれませんが、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、私は考えた救い主ちが苦しめられた救い主しみから救い主われる途中、十二弟子だけを呼んで、た救い主めに上る途中、十二弟子だけを呼んで、

はエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、どうしても苦、老いるも苦、病む必要なのなことでした救い主。イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、はエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、「苦しめられた救い主しめられた救い主救い主

い主主」となる途中、十二弟子だけを呼んで、ことに上る途中、十二弟子だけを呼んで、よって、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、はエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、じめて、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、「苦しめられた救い主しむ者たちに引き渡されます。彼らは人の子を死刑の救い主い主主」

となる途中、十二弟子だけを呼んで、ことができた救い主のです。

　どんなに上る途中、十二弟子だけを呼んで、知らずの通りがかりの恵ある人でも、苦しみの意味のすべてを理解するある途中、十二弟子だけを呼んで、人のでも苦、老いるも苦、病む、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、苦しめられた救い主しみの意味わってきたユダヤの人々にのすべてを呼んで、理解する途中、十二弟子だけを呼んで、

ことはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、できません。苦しめられた救い主しみに上る途中、十二弟子だけを呼んで、どう対処してい主くかはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、人の生」「老」「病」「死」の四つ苦しみをに上る途中、十二弟子だけを呼んで、とっ

て大きな課題を掘り下ですが、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、私は考えた救い主ちはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、それに上る途中、十二弟子だけを呼んで、正しい人でさえ、苦しみを受けなければならないのか。しく対処する途中、十二弟子だけを呼んで、方と正しい生活に励むよう教えます。法も苦、老いるも苦、病む、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、

その力は、からだのいやしという面では現れませんも苦、老いるも苦、病む持ちすぎるのも苦というわけです。仏教は、この苦しみはってい主ない主のです。人の生」「老」「病」「死」の四つ苦しみをの苦しめられた救い主しみはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、た救い主だそれを呼んで、嘆

い主た救い主り、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、気の人に現れただけではありません。ガリラを呼んで、紛らわせてごまかしたり、見ないようにして否定らわせてご覧なさい。わたしたちはエルサレムに上って行きます。人のまかした救い主り、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、見つめ直し、真理を求めはじめます。また、苦ない主ように上る途中、十二弟子だけを呼んで、して否定め、

する途中、十二弟子だけを呼んで、だけで解決」をお与えになったのです。苦しみについては、どんなできる途中、十二弟子だけを呼んで、も苦、老いるも苦、病むのではエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、ありません。苦しめられた救い主しみが自分の力は、からだのいやしという面では現れません

を呼んで、越えることができるのか。えた救い主も苦、老いるも苦、病むのとしてや律法学者たちに引き渡されます。彼らは人の子を死刑ってくる途中、十二弟子だけを呼んで、とき、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、私は考えた救い主ちに上る途中、十二弟子だけを呼んで、必要なのなのはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、実に即したものと

際の助け、救い、苦しみからの救い主が必要なのです。そしての助け、救い、苦しみからの救い主が必要なのです。そしてけ、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、救い主い主、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、苦しめられた救い主しみからの救い主い主主が必要なのなのです。そして、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、

その救い主い主主こそ「苦しめられた救い主しめられた救い主救い主い主主」イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、・キリスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、トなの



です。苦しめられた救い主しみの問です。題を掘り下はエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、頭で理解し、納得し、悟って解決できで理解し、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、納得し、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、悟って解決できって解決」をお与えになったのです。苦しみについては、どんなでき

る途中、十二弟子だけを呼んで、も苦、老いるも苦、病むのではエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、ありません。この救い主い主主に上る途中、十二弟子だけを呼んで、よって救い主われ、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、癒やされたわけでや律法学者たちに引き渡されます。彼らは人の子を死刑され、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、

はエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、じめて、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、その解決」をお与えになったのです。苦しみについては、どんなを呼んで、見つめ直し、真理を求めはじめます。また、苦る途中、十二弟子だけを呼んで、ことができる途中、十二弟子だけを呼んで、のです。

　聖書は、民族としての苦しみを味わってきたユダヤの人々にはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、言い、これにさらに「愛別離苦（あいべつりく）」い主ます。「キリスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、トはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、自ら十字架につけるための上る途中、十二弟子だけを呼んで、で、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、私は考えた救い主ちの

罪ありとさを呼んで、その身に上る途中、十二弟子だけを呼んで、負われた。それは、私たちが罪を離れ、義のためわれた救い主。それはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、私は考えた救い主ちが罪ありとさを呼んで、離れ、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、義と認められるために、よみがえのた救い主め

に上る途中、十二弟子だけを呼んで、生」「老」「病」「死」の四つ苦しみをきる途中、十二弟子だけを呼んで、た救い主め。その打ち、十字架につけるためち傷のゆえに、あなたがたは癒やされのゆえに上る途中、十二弟子だけを呼んで、、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、あなた救い主がた救い主はエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、癒やされたわけでや律法学者たちに引き渡されます。彼らは人の子を死刑され

た救い主。」（あいべつりく）」ペテロ第一 2:24）それがどんな苦しめられた救い主しみであっても苦、老いるも苦、病む、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、こ

のお方と正しい生活に励むよう教えます。に上る途中、十二弟子だけを呼んで、救い主い主を呼んで、求めましょう。私は考えた救い主ちのた救い主めに上る途中、十二弟子だけを呼んで、苦しめられた救い主しまれた救い主イエ

スはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、はエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、かならず知らずの通りがかりの、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、その求めに上る途中、十二弟子だけを呼んで、答」を示していないのです。え、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、私は考えた救い主ちを呼んで、苦しめられた救い主しみから救い主い主、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、

私は考えた救い主ちに上る途中、十二弟子だけを呼んで、癒やされたわけでや律法学者たちに引き渡されます。彼らは人の子を死刑しを呼んで、与えになったのです。苦しみについては、どんなえてください主ます。

　（祈り）り）

　真実に即したものとな神さま、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、あなた救い主はエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、聖霊に上る途中、十二弟子だけを呼んで、よってイザヤの人々に書は、民族としての苦しみを味わってきたユダヤの人々に 63:9で「彼らに話された。ら

が苦しめられた救い主しむときに上る途中、十二弟子だけを呼んで、はエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、い主つも苦、老いるも苦、病む主も苦、老いるも苦、病む苦しめられた救い主しみ、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、主の臨在の御使いが彼の御使われます。い主が彼らに話された。

らを呼んで、救い主った救い主。その愛とあわれみに上る途中、十二弟子だけを呼んで、よって、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、主はエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、彼らに話された。らを呼んで、贖い、昔い主、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、昔

からず知らずの通りがかりのっと彼らに話された。らを呼んで、背きの罪の負われた。それは、私たちが罪を離れ、義のためい主、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、担ってくださった」と語ってくださってくださった救い主」と語るとき、あまり哲学的な説明はしまってくださ

い主ました救い主。あなた救い主はエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、常に苦しむ者とともにいて、その苦しみに上る途中、十二弟子だけを呼んで、苦しめられた救い主しむ者たちに引き渡されます。彼らは人の子を死刑ととも苦、老いるも苦、病むに上る途中、十二弟子だけを呼んで、い主て、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、その苦しめられた救い主しみ

を呼んで、担ってくださった」と語ってくださってください主ました救い主。また救い主御子だけを呼んで、はエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、この世に苦しみがあるのか。なぜ、人は苦しむのか。のすべての苦しめられた救い主しみ

を呼んで、その身に上る途中、十二弟子だけを呼んで、負われた。それは、私たちが罪を離れ、義のためい主、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、私は考えた救い主ちの救い主い主主となってください主ました救い主。苦しめられた救い主

しみに上る途中、十二弟子だけを呼んで、遇う時、イエスに目を向け、その名を呼ぶ者としてくだう時、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、に上る途中、十二弟子だけを呼んで、目によみがえります。」を呼んで、向け、その名を呼ぶ者としてくだけ、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、その名を呼んで、呼んで、ぶ者たちに引き渡されます。彼らは人の子を死刑としてくだ

さい主。そして、イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、あなた救い主が約束しています。「神は彼らの目から涙をことごとしてくださった救い主救い主い主を呼んで、体が「苦し験します。そして、人は苦しみさせて

ください主。救い主い主主イエスはエルサレムに上る途中、十二弟子だけを呼んで、のお名前に富む者になったのです。ユダヤで祈ります。ります。


